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『城里町の豊穣な恵み』田植え体験ツアー
５月13日（日）

江戸川区在住の皆さんが
磯野地区の田んぼで
田植え体験を行いました。
秋には、稲刈り体験で再度
来町予定です。
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平成30年度予算　一般会計の内訳

　

第
１
回
定
例
会
は
、
４
月
17
日
か
ら
26
日
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野

町
長
か
ら
専
決
処
分
２
件
・
条
例
改
正
５
件
・
当
初
予
算
７
件
・
人
事
案
件
１
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
し
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
所
管
分
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

陳
情
１
件
、
報
告
24
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第１回
定例会

 平成30年度予算　可決！  　　
 一般会計94億8,300万円  のうちわけ

歳出合計
94億8,300万円

歳入合計
94億8,300万円 総務費

13億7,160万円
14.5％

民生費
25億1,601万5千円

26.5％
衛生費

8億9,343万2千円
9.4％

農林水産業費
5億1,609万6千円

5.4％

土木費
12億4,628万4千円

13.1％

消防費
5億518万1千円

5.3％
その他
3億8,648万円
4.1％

公債費
9億5,064万4千円

10.0％

教育費
10億9,726万8千円

11.6％

その他
5億8,822万9千円
6.2％

町税
20億1,029万円

21.2％

使用料及び手数料
2億9,057万2千円

1.5％

地方交付税
35億8,280万円

37.8％

地方譲与税
1億4,170万円
1.5％

町債
7億5,300万円

7.9％

国庫支出金
7億5,098万5千円

7.9％

県支出金
5億7,336万1千円

6.0％

繰入金
7億9,206万3千円

8.4％

歳出（町から出るお金）

事　業　名 金　額
総務費 町民センターグラウンド維持管理事業 25,000千円
民生費 保育料３・４・５歳児無料化 　45,682千円
衛生費 新ごみ処理施設整備事業（H30〜32） ※ 164,000千円
商工費 道の駅かつら既存トイレ解体工事 4,409千円
土木費 町営住宅長寿命化計画策定（改定）委託業務 4,688千円

教育費
歴史民俗資料館保存活用計画策定事業（H30〜31） ※     2,800千円
頓

とっ
（徳）化

け
原
はら

古墳発掘調査事業（H30〜32） ※      　893千円
国民体育大会事業 73,718千円

一般会計前年度比
2億7,000万円増（2.9％増）

平成30年度　主な事業

※は、30年度予算計上分です。
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平成30年度予算　一般会計の内訳

 平成30年度予算　可決！  　　
 一般会計94億8,300万円  のうちわけ

歳出合計
94億8,300万円

歳入合計
94億8,300万円 総務費

13億7,160万円
14.5％

民生費
25億1,601万5千円

26.5％
衛生費

8億9,343万2千円
9.4％

農林水産業費
5億1,609万6千円

5.4％

土木費
12億4,628万4千円

13.1％

消防費
5億518万1千円

5.3％
その他
3億8,648万円
4.1％

公債費
9億5,064万4千円

10.0％

教育費
10億9,726万8千円

11.6％

その他
5億8,822万9千円
6.2％

町税
20億1,029万円

21.2％

使用料及び手数料
2億9,057万2千円

1.5％

地方交付税
35億8,280万円

37.8％

地方譲与税
1億4,170万円
1.5％

町債
7億5,300万円

7.9％

国庫支出金
7億5,098万5千円

7.9％

県支出金
5億7,336万1千円

6.0％

繰入金
7億9,206万3千円

8.4％

歳入（町に入るお金）

特別会計等 73億5,796万6千円 3.7％減
国民健康保険特別会計（事業勘定） 23億7,636万1千円 20.0％減
国民健康保険特別会計（施設勘定） 2億3,833万8千円 3.1％増
後期高齢者医療特別会計 2億1,517万9千円 10.8％増
介護保険特別会計（保険事業勘定） 21億1,838万1千円 8.0％増
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 421万6千円 3.5％減
公共下水道事業特別会計 7億9,495万2千円 16.3％減
農業集落排水事業特別会計 2億7,651万2千円 3.2％減
水道事業会計 13億3,402万7千円 28.4％増

合　計 　 168億4,096万6千円 0.1％減

 特別会計含む総予算
168億4,096万6千円
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予算特別委員会報告

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第１回定例会初日の４月17日、町長から提案された平成30年度城里町予算（７会計）について詳細に
審査するため予算特別委員会が設置されました。
　予算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分の
審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

予算特別委員会での主な 質疑・答弁

（
一
般
会
計
）

問　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
減

額
に
つ
い
て
。

答　

総
務
省
の
指
導
に
よ
り
返

礼
割
合
が
下
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
実
績
に
合
わ
せ
歳
入
２
，

０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

問　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業
費
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答　

前
年
度
に
環
境
セ
ン
タ
ー

の
新
施
設
整
備
と
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
施
設
延
命
化
工
事
の

施
設
整
備
計
画
を
策
定
し
今

年
度
か
ら
の
実
施
を
計
画
し

　

て
い
ま
す
。

問　

臨
時
財
政
対

　

策
債
の
内
容
は
。

答　

本
来
は
地
方

　

交
付
税
に
上
乗

　

せ
し
て
交
付
さ

　

れ
る
べ
き
も
の

　

で
す
が
、
国
の

　

財
政
不
足
に
よ

　

り
市
町
村
に
借

　

金
を
さ
せ
返
済

　

に
か
か
る
元
利

　

償
還
分
の
１
０

　

０
％
が
交
付
税

　

導
入
さ
れ
る
も

　

の
で
す
。

（
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま

　

せ
ん
で
し
た
。

（
一
般
会
計
）

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所

は
。

答　

本
年
度
の
設
置
箇
所
は
５

箇
所
で
笠
間
警
察
署
と
協
議

を
し
て
効
果
的
な
場
所
に
設

置
し
ま
す
。

問　

住
宅
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
費
補
助
の
条
件
は
。

答　

商
工
会
に
委
託
し
て
い
る

事
業
で
あ
る
た
め
商
工
会
会

員
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

問　

総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
。

答　

茨
城
国
民
体
育
大
会
に
向

け
た
宿
泊
施
設
の
受
入
れ
態

勢
、
環
境
及
び
機
能
を
整
え

る
た
め
施
設
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

問　

健
康
増
進
施
設
ホ
ロ
ル
の

湯
源
泉
温
度
対
策
工
事
設
計

業
務
内
容
及
び
対
策
は
。

答　

地
下
お
よ
そ
１
，
０
０
０

ｍ
か
ら
源
泉
を
汲
み
上
げ
て

い
ま
す
が
、
管
に
保
温
効
果

を
持
た
せ
水
温
を
25
度
以
上

に
保
て
る
よ
う
に
す
る
設
計

業
務
で
す
。

問　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
実
施
設
計
事
業
の
計
画
内

容
は
。

答　

町
全
体
を
対
象
と
し
た
新

た
な
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
整

備
の
設
計
業
務
で
す
。

問　

火
葬
費
補
助
の
内
容
は
。

答　

水
戸
市
斎
場
を
利
用
し
た

場
合
、
火
葬
料
及
び
式
場
使

用
料
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

問　

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
事

業
の
内
容
は
。

答　

新
た
に
結
婚
さ
れ
た
世
帯

に
対
し
30
万
円
を
上
限
に
引

越
し
費
用
や
家
賃
等
の
助
成

を
す
る
事
業
で
す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　

保
健
事
業
費
疾
病
予
防
費

（
脳
ド
ッ
ク
･
人
間
ド
ッ
ク
）

の
受
診
予
定
者
数
は
。

答　

脳
ド
ッ
ク
60
名
、
人
間

ド
ッ
ク
２
４
０
名
の
予
定
で

す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

・
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　

認
知
症
カ
フ
ェ
委
託
事
業

の
内
容
は
。

答　

認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方

や
そ
の
家
族
、
民
生
委
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
な
ど
認

知
症
に
か
か
わ
る
方
々
の
集

い
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の

収
入
内
訳
は
。

答　

要
支
援
１
・
２
の
認
定
者

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
料
の
収
入
で

す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
４
月
18
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
の
所
管
分
・
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

介
護
保
険
特
別
会
計
の
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
委
員
会
の
採

決
は
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

総務民生常任委員会の審議状況
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予算特別委員会報告

問　

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
補

助
金
と
は
。

答　

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
補
助
事

業
で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
が
２
億
円
を
上
限
に
補
助

さ
れ
る
の
で
、
採
択
さ
れ
れ

ば
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
使
用

料
に
充
て
た
い
。

問　

国
民
体
育
大
会
競
技
別
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
内
容
は
。

答　

11
月
14
日
〜
18
日
に
水
戸

　

桜
ノ
牧
高
等
学

　

校
常
北
校
で
全

　

日
本
ボ
ク
シ
ン
グ

　

選
手
権
大
会
が

　
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
一
般
会
計
）

問　

鳥
獣
被
害
対

　

策
事
業
に
つ
い

　

て
（
電
気
柵
の

　

数
は
昨
年
と
同

　

じ
か
。）

答　

柵
の
数
は
昨

　

年
よ
り
増
や
し

　

て
お
り
、
広
報

　

等
で
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

問　

町
道
０
２
１
１
・
２
０
３
８

　

号
線
道
路
改
良
事
業
（
常
北

中
学
校
前
）の
進
捗
状
況
は
。

答　

29
年
度
繰
り
越
し
分
に
つ

い
て
は
今
年
度
中
の
発
注
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

問　

橋
梁
定
期
点
検
は
ど
の
場

所
か
。

答　

町
内
２
０
０
橋
を
順
次
点

検
し
て
お
り
30
年
度
の
31
橋

で
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

問　

新
道
川
護
岸
整
備
、
今
年

度
は
何
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
か
。

答　

下
流
か
ら
順
番
に
整
備
し

４
回
目
の
工
事
で
残
り
20
〜

30
メ
ー
ト
ル
で
す
。

問　

町
営
住
宅
子
育
て
世
代
支

援
事
業
補
助
の
該
当
数
は
。

答　

平
成
28
年
度
３
件
、
29
年

度
２
件
の
実
績
。
30
年
度
は

５
件
分
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
、

昨
年
と
変
わ
っ
て
い
る
か
。

答　

５
年
間
の
契
約
が
昨
年
度

で
終
了
し
、
今
後
３
年
間
は

年
３
，４
０
０
万
円
で
の
契
約

と
な
り
ま
す
。

問　

常
北
中
学
校
・
桂
中
学
校

校
舎
改
修（
エ
ア
コ
ン
設
置
等
）

の
工
事
は
い
つ
行
う
の
か
。 

答　

な
る
べ
く
夏
季
休
暇
中
に

行
い
た
い
が
、
今
年
度
は
間
に

合
わ
な
い
た
め
行
い
ま
せ
ん
。

問　

生
涯
学
習
地
区
推
進
事
業

に
該
当
す
る
の
は
何
団
体
か
。

答　

現
在
18
団
体
が
該
当
し
て

い
ま
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
空
調
設
備
改
修
工
事
に

つ
い
て
（
ホ
ー
ル
改
修
を
し

て
席
を
減
ら
し
て
は
。）

答　

ホ
ー
ル
の
改
修
で
は
な

く
、空
調
設
備
の
改
修
で
す
。

ホ
ー
ル
は
大
空
間
の
た
め
、

事
務
室
系
統
と
は
別
に
改
修

を
行
い
ま
す
。
座
席
数
は
チ

ケ
ッ
ト
売
買
を
考
え
る
と
現

在
の
６
０
０
席
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

問　

常
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

食
器
洗
浄
機
交
換
工
事
と
あ

る
が
、
何
食
く
ら
い
洗
浄
で

き
る
機
械
か
。

答　

１
，５
０
０
食
提
供
し
て

い
る
が
、
現
在
あ
る
機
械
と

同
等
の
１
，８
０
０
食
処
理
で

き
る
機
械
を
予
定
し
て
い
る
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　

公
共
下
水
道
の
接
続
率
と

人
数
は
。

答　

接
続
率
（
常
北
地
区
）
76
．

１
％
、（
桂
地
区
）
69
％
。

水
洗
化
（
常
北
地
区
）
５
，

７
５
７
人
、（
桂
地
区
）
２
，

７
１
８
人
で
す
。

問　

増
井
･
磯
野
地
区
の
流
域

下
水
道
接
続
に
つ
い
て
地
元

説
明
会
は
や
っ
た
の
か
。

答　

集
ま
り
や
す
い
時
季
等
検

討
し
30
年
度
行
う
予
定
で

す
。

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

問　

各
処
理
施
設
の
光
熱
水
費

に
つ
い
て
（
下
水
道
よ
り
も

農
集
排
の
方
が
か
か
る
理
由

が
あ
る
の
か
。）

答　

施
設
の
処
理
規
模
や
内
容

で
多
少
変
わ
り
ま
す
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　

消
火
栓
設
置
は
ど
の
地
区

か
。

答　

30
年
度
６
カ
所
を
予
定
し

て
お
り
、
担
当
課
と
協
議
し

ま
す
。

問　

茨
城
県
及
び
水
戸
市
と

の
協
議
進
捗
状
況
に
つ
い

て
（
水
戸
圏
か
ら
の
水
導
入

は
。）

答　

県
や
水
戸
市
と
の
検
討
会

を
年
に
１
回
以
上
開
催
し
て

い
ま
す
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
４
月
19
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
予
算
の
所
管
分
・
公
共

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
水
道
事
業
会
計
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
委
員
会
の
採

決
は
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
終
了
後
、
錫

高
野
地
内
の
「
黒
澤
止
幾
生

家
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

教育産業常任委員会の審議状況
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▽
専
決
処
分
第
１
号
（
城
里
町

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
所
要
の
規
定
の
整
備
、
た

ば
こ
税
の
段
階
的
引
き
上
げ

並
び
に
加
熱
式
た
ば
こ
の
本

数
へ
の
換
算
方
法
に
つ
い
て

改
正
し
た
も
の
）

▽
専
決
処
分
第
２
号
（
城
里
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

及
び
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、

５
割
・
２
割
軽
減
の
対
象
世

帯
に
係
る
所
得
判
定
基
準
を

改
正
し
た
も
の
）

▽
城
里
町
情
報
公
開
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
電
磁
的
記
録
及
び
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
等
を
明
確
化
す
る

も
の
）

▽
城
里
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
町
に
お
い
て

も
同
様
の
整
備
を
行
う
も
の
）

▽
城
里
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

引
用
条
項
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
）

▽
城
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支

援
員
と
な
れ
る
者
の
資
格
の

範
囲
を
拡
大
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
難
病
患
者
見
舞
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
改
正

	

（
難
病
患
者
見
舞
金
の
支
給

対
象
者
を
茨
城
県
発
行
の
指

定
難
病
特
定
医
療
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
た
者
に
限
定

す
る
も
の
）

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

予
算
総
額９４

億
８
，３
０
０
万
円

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

岡
田　
　

誠　

氏（
高
根
台
）

平
成
30
年
４
月
23
日
か
ら
４
年

間
。

▽
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択

の
陳
情
書

４月定例会で決まったこと

　

地
方
自
治
体
は
町
民
の
く

ら
し
や
福
祉
の
向
上
に
努

め
、
町
が
自
主
的
に
決
め
て

い
く
も
の
。
今
年
度
か
ら
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
、

保
険
料
が
増
額
さ
れ
た
。
こ

れ
で
は
保
険
料
を
払
っ
て
給

付
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に

な
り
う
る
。
国
保
も
国
が
負

担
を
減
ら
す
一
方
で
加
入
者

の
負
担
増
を
強
い
な
が
ら
、

取
り
立
て
強
化
を
図
る
や
り

方
だ
。
皆
保
険
制
度
の
崩
壊

に
つ
な
が
る
。
サ
ッ
カ
ー
練

習
場
の
芝
管
理
で
は
薬
剤
の

藤
井
川
へ
の
影
響
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。
誰
の
た
め

の
町
政
か
問
わ
れ
る
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子
議
員

４
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

専
決
処
分

条
例
改
正

当
初
予
算

人
　
事

陳
　
情

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

継
続
審
査
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
　第１回定例会議案等の表決を、賛成は○、反対を×、欠席は−で表示してあります。

議　員　名

議　案　名

桜
井
　
和
子

加
藤
木
　
直

猿
田
　
正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡

藏
之

薗
部
　
　
一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

小
林
　
祥
宏

杉
山
　

清

鯉
渕
　
秀
雄

小
圷
　
　
孝

専決処分第１号（城里町税条例等の一部を改正する条例）
の承認を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

専決処分第２号（城里町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例）の承認を求めることについて

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町情報公開条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町個人情報保護条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町難病患者見舞金支給条例の一部を改正する条例に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町一般会計予算について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町公共下水道事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町農業集落排水事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

傍聴者報告
第１回定例会

（4月17日〜26日まで開催）	 30人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http://www.town.shirosato.lg.jp

車いすでの傍聴も出来ます。
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町
政
を
問
う

一般質問今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。

藤咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ９

　１．甲状腺エコー検査実施について

　２．国保税について

　３．次世代育成支援金について

　

桜井　和子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ10

　１．認知症予防について

　２．介護予防につながる健康増進を促進する
　　　ための施策について

　３．中学生に対する「インフルエンザ予防接種」
　　　助成について

　

杉山　　清　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ11

　１．町営住宅と活性化策について

　２．町の医療対策について

　３．河川対策について

　４．根固屋橋架け替えについて

　５．法・条例について

　６．町政運営について

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。
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藤

咲　

当
町
で
の
甲

状
腺
エ
コ
ー
検
査
結
果

は
、
要
精
密
検
査
が
13

人
、
経
過
観
察
が
２
０

２
人
と
４
５
．２
％
も
の

人
が
何
ら
か
の
異
常
が

あ
り
と
診
断
さ
れ
た
。

放
射
線
に
よ
る
健
康
被

害
は
５
年
か
ら
10
年
過

ぎ
て
異
常
が
出
る
。
事

故
直
後
町
の
浄
水
か
ら

ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
が
、

焼
却
灰
か
ら
高
濃
度
の

セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

た
。
町
民
は
体
内
被
曝

を
う
け
て
い
る
こ
と
の

証
明
で
あ
る
。
一
回
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
継
続
し
た
検

査
を
求
め
る
。

町

長　

エ
コ
ー
検
査

を
実
施
し
た
自
治
体
が

県
央
地
区
で
は
城
里
町

だ
け
。
４
か
ら
５
割
は

良
性
の
し
こ
り
で
全
国

的
な
数
字
だ
。
今
後
国

や
福
島
県
の
研
究
結
果

を
確
認
し
検
討
し
て
い

く
。

藤

咲　

国
保
制
度
は

低
い
負
担
で
必
要
な
医

療
の
給
付
が
受
け
ら
れ

る
の
が
役
割
だ
。
今
回

の
都
道
府
県
化
に
な
っ

て
国
保
税
の
取
り
立
て
、

医
療
費
削
減
の
た
め
の

病
床
削
減
な
ど
が
国
か

ら
監
視
さ
れ
る
。
国
民

の
願
う
安
い
負
担
で
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
医

療
体
制
が
維
持
で
き
る

か
心
配
。
加
入
者
の
保

険
税
が
引
き
上
げ
に
繋

が
ら
な
い
措
置
を
求
め

る
。
都
道
府
県
化
に
よ

っ
て
激
変
緩
和
措
置
が

取
ら
れ
た
が
、
各
家
庭

へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

町
は
ど
の
よ
う
な
努
力

を
し
た
か
。

町

長　

国
保
被
保
険

者
全
員
に
影
響
が
出
る
。

一
人
当
た
り
年
間
保
険

料
は
９
万
８
，３
８
８
円

に
な
る
。
年
間
２
，３
５

６
円
の
増
で
月
２
０
０

円
増
の
予
定
。
県
内
で

は
一
番
安
い
保
険
料
だ
。

藤

咲　
「
城
里
町
次

世
代
育
成
支
援
金
条
例
」

は
、
第
１
条
で
、
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
、
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
と
明
記
。
し
か
し
規

則
で
は
家
賃
や
国
保
の

滞
納
が
あ
る
と
支
給
で

き
な
い
、
と
あ
る
。
町

民
女
性
か
ら
「
な
ん
の

た
め
の
子
育
て
支
援
か

わ
か
ら
な
い
。
助
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

も
絶
望
的
に
な
る
だ
け

で
す
」
と
の
手
紙
を
も

ら
っ
た
。
条
例
の
理
念

に
沿
っ
た
規
則
の
改
定

を
す
る
べ
き
だ
。

町

長　

規
則
は
税
金

の
滞
納
を
解
消
す
る
動

機
づ
け
に
は
な
っ
て
い

る
。
規
則
の
改
正
は
、

今
後
き
ち
ん
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。

《町長》	国や福島県の研究結果を確認し検討
していく。

甲状腺エコー検査実施に
ついて

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

国
保
税
に
つ
い
て
都
道
府
県
化
の

影
響
は
あ
る
か

《
町
長
》

影
響
が
出
る
が
、
県
内
で
は
一
番
安
い
保
険
料
。

次
世
代
育
成
支
援
金
に
つ
い
て
規
則
の

改
定
を

《
町
長
》

今
後
き
ち
ん
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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桜

井　
世
界
一
の
高

齢
社
会
に
直
面
す
る
日

本
に
と
っ
て
、
認
知
症

対
策
は
最
重
要
課
題
の

一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
、

早
期
診
断
に
つ
な
が
る

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
町
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
か
。

町

長　

認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
研
修

を
修
了
し
た
者
が
一
名
、

サ
ポ
ー
ト
医
研
修
を
修

了
し
た
者
が
一
名
、
保

健
師
一
名
、
三
人
体
制

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
、
介
護
保

険
申
請
を
促
す
な
ど
、

問
題
が
解
決
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

桜

井　
認
知
症
の
方

の
在
宅
生
活
を
孤
立
さ

せ
な
い
と
の
観
点
か
ら
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解

認知症予防について
（桂公民館の改善の予定はあるか）
《町長》	本年度改修を予定している。

桜
さく ら い

井　和
か ず こ

子　議員

し
て
地
域
で
支
え
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
の
現
状
は
。

町

長　
平
成
21
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
30
年
３
月
ま
で
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
62
回
開
催
し
、

１
，４
７
２
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
い
る
。

28
年
度
は
、
常
北
中
学

校
・
桂
中
学
校
の
１
年

生
を
対
象
に
総
合
学
習

の
時
間
を
利
用
し
養
成

講
座
を
実
施
し
た
。

桜

井　
認
知
機
能
維

持
の
た
め
の
講
座
が
各

公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

が
桂
公
民
館
の
設
備
が

古
く
特
に
ト
イ
レ
は
和

式
で
、
足
の
悪
い
方
に

は
辛
い
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
る
。
桂
公

民
館
の
改
善
の
予
定
は

あ
る
か
。

町

長　
本
年
度
予
算

で
、
変
電
設
備
の
更
新
、

床
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ク
ロ

ス
等
の
防
炎
仕
様
へ
の

改
修
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
ト
イ
レ
の
改
修

も
出
来
る
様
早
急
に
努

力
す
る
。

桜

井　
散
歩
さ
れ
て

い
る
方
を
数
多
く
見
か

け
る
。
町
民
の
皆
さ
ん

が
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る

制
度
を
作
れ
な
い
か
。

町

長　
一
定
数
歩
く

と
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
ア
プ
リ
の
導
入
、

さ
ら
に
や
る
気
を
引
き

出
す
よ
う
な
仕
組
み
に

つ
い
て
も
大
変
効
果
が

あ
る
と
思
う
の
で
今
後

検
討
し
て
い
く
。

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
健
康
増
進
を
促

進
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
後
検
討
し
て
い
く
。

中
学
生
に
対
す
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
」
助
成
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
年
度
よ
り
拡
大
実
施
し
た
い
。

桜

井　
今
年
は
例
年

に
な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
、
中
学
校

で
は
学
級
閉
鎖
さ
れ
た

ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
と
聞

い
た
。
中
学
校
に
対
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

町

長　
今
年
度
よ
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
対
す
る
助
成

を
中
学
生
ま
で
拡
大
実

施
し
た
い
。
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杉

山　
公
営
住
宅
の

耐
用
年
数
措
置
で
町
長

は
、
施
政
方
針
に
て
10

年
間
70
棟
の
建
て
替
え

を
目
指
す
と
の
事
で
す

が
、
現
地
建
て
替
え
だ

け
で
な
く
、
新
た
に
土

地
を
買
い
求
め
、
公
園

を
含
め
た
住
宅
造
り
は

周
辺
住
宅
や
商
店
街
活

性
化
に
費
用
対
効
果
は

大
で
は
。

町

長　
現
地
に
近
く

な
ら
事
業
の
計
画
に
大

き
な
長
所
。
議
会
の
理

解
を
得
ら
れ
る
な
ら
非

現
地
建
て
替
え
も
含
め

検
討
す
る
。

杉

山　
子
育
て
支
援

住
宅
は
、
各
自
治
体
が

力
を
入
れ
て
い
る
。
当
町

の
場
合
町
外
か
ら
の
入
居

に
対
し
30
万
円
を
支
援
し

て
い
る
が
、
空
き
家
を
活

か
し
た
期
限
付
き
譲
渡
策

も
税
収
・
地
域
へ
の
効
果

大
と
思
う
が
。

町

長　
空
き
家
を
活

用
し
た
公
営
住
宅
整
備

杉
すぎ や ま

山　清
きよし

　議員

《町長》	非現地建て替えも含め検討する。

町営住宅と活性化策について
（新たに土地を買い求め、公園を含めた住宅造りは）

は
、
迷
惑
空
き
家
対
策

後
に
次
の
課
題
と
し
て

考
え
る
。

杉

山　
圷
地
区
の
水

害
対
策
で
の
根
固
屋
橋

改
修
は
13
年
間
繰
り
返
し

質
問
し
て
き
た
。
合
併

前
は
土
地
改
良
区
と
土

木
事
務
所
が
と
い
う
話
。

合
併
後
は
バ
イ
パ
ス
が

出
来
れ
ば
と
。
最
近
は

バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
れ

ば
と
い
う
話
だ
。
町
と

し
て
の
対
策
を
伺
う
。

町

長　
私
も
深
く
憂

慮
し
て
い
る
。
強
く
重

点
的
要
望
と
し
て
県
へ

架
け
替
え
を
求
め
て
い

く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

　

河
川
対
策
に
つ
い
て

　

町
政
運
営
に
つ
い
て

根
固
屋
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

《
町
長
》

県
へ
架
け
替
え
を
求
め
て
い
く
。

法
・
条
例
に
つ
い
て

《
町
長
》

違
反
が
無
い
よ
う
留
意
し
事
業
を
や
っ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。

町
の
医
療
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

中
核
医
療
機
関
誘
致
に
向
け
努
力
す
る
。

杉

山　
県
は
新
保
健

医
療
計
画
で
医
師
の
地

域
偏
在
解
消
に
向
け
６

年
間
で
医
師
数
８
８
０

人
増
の
目
標
を
立
て
た
。

病
院
の
少
な
い
当
町
に

と
っ
て
は
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
。
策
と
し
て

は
２
案
。
公
設
民
営
か

分
院
方
式
と
思
う
が
考

え
を
。

町

長　
町
民
が
望
む

町
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
要

望
第
一
位
が
病
院
整
備

だ
。
自
治
体
で
の
成
功

事
例
も
含
め
、
県
と
連

携
し
民
間
病
院
の
動
向

や
情
報
収
集
に
て
、
中

核
医
療
機
関
誘
致
に
向

け
努
力
す
る
。

杉

山　
国
地
方
と
不

祥
事
が
多
い
中
苦
渋
の

選
択
で
、
法
・
条
例
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

　

３
年
前
教
育
産
業
委

員
会
研
修
で
行
っ
た
中

城
村
（
沖
縄
）
を
私
は
調

査
し
て
き
た
。
こ
の
年

９
月
議
会
で
不
信
任
案

を
提
出
し
た
が
、
ガ
ソ

リ
ン
代
相
当
額
が
雑
入

で
予
算
化
と
の
話
は
本

当
か
。（
ほ
か
に
も
公
金

横
領
が
。）
ま
た
、
合
併

前
後
に
多
く
の
議
員
が

政
治
倫
理
条
例
化
後
に

苦
渋
の
選
択
で
議
席
を

去
っ
た
が
、
元
請
業
者

に
政
治
倫
理
条
例
は
行

き
届
い
て
い
る
か
。

町

長　
ガ
ソ
リ
ン
代

を
雑
入
で
入
れ
た
と
思

う
。
政
治
倫
理
条
例
に

は
違
反
が
無
い
よ
う
に

留
意
し
事
業
を
や
っ
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

町営　南住宅
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追跡調査

　

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
も
一

段
落
し
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

新
入
生
も
２
カ
月
余
り
が
経
ち
学

校
生
活
に
慣
れ
楽
し
い
時
間
を
送

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
通
学

に
は
十
分
注
意
し
、
学
業
に
励
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
城
里
町
も
新
年
度
に
入

り
総
額
約
１
６
８
億
の
予
算
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
予
算
執

行
に
当
た
っ
て
職
員
に
は
、
町
の

将
来
を
見
据
え
、
切
り
詰
め
る
と

こ
ろ
は
切
り
詰
め
、
町
民
生
活
の

た
め
、
町
発
展
の
た
め
に
遅
滞
な

く
業
務
を
進
行
し
て
く
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
広
報
委
員
会
も
メ
ン
バ

ー
が
替
わ
り
ま
し
た
。
更
に
読
み

や
す
く
な
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
委
員
一
同
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。阿久

津　

則
男　

記

議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長	

阿
久
津　

則　

男

　

副
委
員
長	

三　

村　

孝　

信

　

委　
　

員	

藤　

咲　

芙
美
子

	

猿　

田　

正　

純

	

加
藤
木　
　
　

直

	

桜　

井　

和　

子

平
成
30年

６
月
発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされ
たのか追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

研究していきたい

子ども医療費について
（平成28年３月）

県制度で定めた所得制限を撤廃

限られた財源の中で、順次子育て支援策を拡
充していくが、この件は研究していきたい。

医療福祉支給制度で中学生までの無料化を実
施しているが、一医療機関２回まで600円の窓
口負担が必要。完全無料化が必要ではないか。

平成30年10月より、茨城県の制度改正により
医療福祉費支給制度の対象者が高校生以下ま
で拡大となる。
また、城里町では独自に、県制度で定めた所
得制限を撤廃しており、すべての高校生以下
が外来・入院とも医療福祉費支給制度の対象
となる。月２回まで600円の窓口負担額の完全
無料化については、ほかの子育て支援策とあ
わせて引き続き検討をしていきたい。

今後検討したい。

町営住宅について
（平成27年６月）

役場において書類等のチェックを
する

茨城県住宅管理センターに委託しているので、
すぐに変えることはできないが意見があった
ことを受け止め今後検討したい。

町営住宅に関する話を水戸にある管理センタ
ーまで向かうのは不合理。町担当課で受付け
るべき。

入居の受付については、都市建設課に来てい
ただければ、今後の流れや入居申し込みに必
要な書類について説明をし、最終的には、茨
城県住宅管理センターを入れた３者で城里町
役場において書類等のチェックをすることに
なる。水戸市まで直接出向いていただくこと
はないと思う。


